
● 学びを委ねる授業 ●

主体的に学び、課題を解決する児童の育成
～「学びを委ねる授業」の実践を通して～

岡山県　浅口市立鴨方西小学校（校長　三浦嘉子）

①一斉授業から、委ねる授業への転換の必要性
②�委ねる授業とは、「子どもたちが学ぶことに興味関心をもち、振り返りと自己選択を
繰り返して課題解決や課題探求をしていく授業」のこと
③委ねる授業の研究を進めることにより見出した、成果と課題

Ⅰ．はじめに

本校は、岡山県南部の浅口市に位置して
いる。全校児童が 98 名であり、浅口市・
浅口郡の小学校９校のうち、二番目に小さ
な学校である。子どもたちは、１年生で入
学すると一度もクラス替えを経験すること
もなく、６年間兄弟姉妹のように同じ友達
と同じ教室の中で学び続ける。大規模校と
比べると、競争社会で切磋琢磨する機会が
ないという面はあるが、担任が１クラス
20 名前後の子どもを前にして、子どもの
理解や進み具合をしっかり見極めながら授
業を進めることができるため、非常に恵ま
れた学びの環境であるとも感じている。
また、コミュニティ・スクールが充実し
ており、子どもたちは地域の方々と交流し
ながら、体験農園や地域学習を通じて、郷

土愛を醸成している。

Ⅱ．研究の概要

１　研究主題設定の理由
令和５年度、本校は、「『え、なんで？』
からはじまる算数科の授業づくり　～問題
提示の工夫を切り口として～」というテー
マで研究を進めた。「静かに最後まで聞き
ましょう。」「勝手に発言してはいけませ
ん。」では、児童が主体的に学習する授業
にはつながらない。児童の「～したい」と
いう気持を引き出して、思わず「え？」「あ
あ・・・」「おお！」等の感動詞が出てく
る授業を目指そうと、この研究テーマを設
定し授業実践を重ねてきた。授業の導入で
児童の「え、なんで？」を引き出すために、
教師が示す問題提示の工夫を重ね、令和５
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年 11 月頃、少しずつ、研究の手応えが感
じられるようになった。また、児童へのア
ンケート結果からも一定の成果は得られた
と考える。
しかしながら、「児童が主体的に学習す
る授業」を目指すには更なる取組が必要だ
と感じていた。

（１）児童の実態から
令和５年度の取組成果をふまえ、年度末
の校内研修で、令和６年度の目指す子ども
像について、全教員で話し合った。教員か
ら挙がった児童の実態と教員の願いは以下
の点である。

①�一斉授業から、委ねる授業への転換の必
要性
クラスの児童たちの学力差がひらいて

いる。一人の教員が、クラス全員の集団
に向けて一斉指導を行うという授業スタ
イルでは、中間層をターゲットにした指
導方法をとらざるをえず、上位層には退
屈な授業、下位層には難しくて理解でき
ない授業になってしまっている。一斉授
業から、委ねる授業へ転換し、中間層か
ら上位層の児童は、自分自身で学んでい
く力を育成し、教員は下位層の児童に寄
り添い、その児童の学力に応じた個別の
指導ができるように進めていく必要があ
る。

②�課題解決型学習の成功体験を他教科に展
開したい
令和５年、総合的な学習の時間を活用

して、地域の歴史や産業について児童が
学び、マルシェで地域の魅力を発信する
「鴨西マルシェ」を実践した。鴨西マル
シェは子どもたちの一方的な要求による

実現ではなく、コミュニティ・スクール
による熟議の会で子どもたちと大人たち
が一緒に話し合い、企画を練って、学び
を通して実践を行っている。子どもたち
が地域の課題を認識し、その課題を自分
事として捉え、課題解決のために周囲の
仲間や地域の大人達と一緒に企画を作り
出す努力を経験することで、責任の意識
を育んでいる。
課題を自分事として捉え、課題解決の
ために周囲の仲間と一緒に努力すること
で、自己肯定感や自己効力感を高めると
いう取組は、他教科にも展開できるので
はないかと考えた。

（２）研究仮設と研究テーマ
児童の実態をふまえ、以下のように目指
す子ども像、研究仮説を考えた。そして、
令和６年度の研究テーマを次のように設定
した。
【研究仮説】
１つの目標に向けての学びを委ねる場面
を工夫することによって、「もっと○○し
たい」という児童の意欲を高め、主体的に
学習を進めることができる授業になるであ
ろう。
【目指す子ども像】
目標や課題を達成するために、主体的に
学ぶことができる子ども
【令和６年度の研究テーマ】
主体的に学び、課題を解決する児童の育
成～「学びを委ねる授業」の実践を通して～

（３）研究テーマ（詳細）
長年、教員は、教室の前で黒板を背負っ
て児童に向かって「教える」ということ事
に正面から取り組んできた。そのような教
員にとって、子どもを信頼して子どもに「学
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びを委ねる授業」というのは、言葉では理
解できるが、具体的なイメージがつかみづ
らかった。そこで、全教員にアンケートを
とって、「委ねる授業」について共通認識
をもつことから始めることにした。
----------------------------------------------
【教員アンケートより（令和６年４月）】
・�社会科などで「どうやって学ぶか」（資
料集で調べるか、クロームブックを使う
のか、図書室で本を借りるのか）、「誰と
学ぶのか」（一人で黙々とするのか、二
人でするのか、グループでするのか）、
児童自身にその授業での学び方を委ね
る。
・�子どもたちが課題解決するために、ICT
を活用して調べたり書込んだりするな
ど、自分で考えた方法や自分に合った方
法で意欲的に取り組み、課題を解決しよ
うと活動する姿
・�算数科「長さ」や「かさ」の学習の場合。
単元の学習内容を指導した後、学校にあ
る身の回りのものの長さやかさを「大体
○○ぐらいの長さかな。」「大体○○ぐら
いのかさかな。」などと、予測を立てて
測定する活動をする。「そうだとすると、
家にある○○は、○○くらいの長さか
な。」と家庭にある物の長さやかさを予
想して調べようとする姿、調べたことを
皆に伝えようとする姿が、学びを委ねて
いる姿だと考える。
・�算数の演習の時間などに、授業内容を正
しく理解している児童が、躓いている児
童に対して教えることで、教える側の児
童は授業に対する自信につながり、教え
られた児童は教師から教えられるよりも
自分事として捉えることができると考え
た。演習などの時間に、児童同士で教え

合うことが「委ねる姿」だと考えた。
----------------------------------------------
アンケート結果を元に、「学びを委ねる
授業」の共通理解を図った。「委ねる授業」
とは、子どもが主体的に学習することを指
し、
　・基礎的な力が備わっていること
　・�自分で学習を進められる状態であるこ
と、また、環境が整っていること

　・児童同士の学びあい
　・教師の役割
が重要だと考えた。そして、そのためには、
　・自己選択の場
　・明確な課題とゴールの設定
　・単元の見通し
　・�子どもたちが「学びたい」と意欲をも
つための工夫

が必要であると考えた。
昨年の本校の研究テーマ「『え、なんで？』
からはじまる算数科の授業づくり　～問題
提示の工夫を切り口として～」と今年度の
研究テーマ「主体的に学び、課題を解決す
る児童の育成　～「学びを委ねる授業」の
実践を通して～」は、どちらも「子どもた
ちが学びたいと意欲をもつための工夫」が
重要であり、両テーマが繋がっていること
を再認識することができた。
あたらめて「学びを委ねる授業」とは「子
どもたちが学ぶことに興味関心をもち、振
り返りと自己選択を繰り返して課題解決や
課題探求をしていく授業のこと」であると
全職員で共通理解を図り、研究を進めてい
くこととした。

２　研究計画
年間を通した、「委ねる授業」の研究計
画は次の通りである。
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月 実施計画

４ ・研究の方向性／課題の整理
・研究体制の確立
・研究計画立案　
・教員アンケート

５～８ ＜情報収集＞
・�外部研修会参加、講師招聘に
よる自由進度学習の校内研修
実施　
＜校内研究＞　
・研究授業実施（第１回目）、
・�学ぶ意欲を高める環境づくり、
ICT教材探し
・児童／教職員アンケート

９～ 12 ＜情報収集＞
・�外部研修会参加、講師招聘に
よる自由進度学習の校内研修
実施
＜校内研究＞
・研究授業実施（第 2/3 回目）、
・�「委ねる場面」のパターン化の
検討、授業フレーム作り

１～３ ・�研究のまとめ（「委ねる場面」
事例集等）
・次年度の研究計画の立案

３　研究の方法
①実践事例の共有
日々の授業の中での「委ねる授業」の
成功事例、失敗事例を週一回、職員間で
共有する場を設けた。小さな事例を紹介
し合い、校内研究の気運を高めるととも
に、新しい取組への敷居を下げる働きか
けとした。

②授業研究
指導案を立てて授業研究を行い、よいと
ころ、改善すべきところを話し合った。そ
れを日々の授業での取組や次の研究授業に
生かしていった。

③外部講師による指導
講師（葛原祥太先生）から、「けテぶれ

（計画・テスト・分析・練習）」について講
義頂くとともに、校内研修で各学年の「け
テぶれ（注１）」の取組事例を共有した。
注１：�学陽書房 「『けテぶれ』授業革命！　葛原

祥太　著」参照

④研究成果の確認
研究成果を評価するために、児童／教員
へのアンケートや、単元末テスト結果で児
童の理解度が伸びているかを確認すること
とした。

Ⅲ．実践の内容

【６年生の実践（１学期）】
漢字学習で「けテぶれ」を実施し、「自
分に合う学習方法に気付き、身につける」
「やったらやった分だけ、力になること」
を経験から学ばせる。

（１）目指す子ども像
①�漢字の学習を通して、自己調整や粘り
強さといった態度を養う。
②�自己を振り返り、何をすべきかがわか
るようになる。
③�ゴール（テスト日）に向けて計画的に
学習できるようになる。

（２）授業実践
まずは、「けテぶれとは何か」を児童に
説明し、児童自身が５月に実施した漢字テ
ストを振り返って、７月に実施する２回目
のテストに向けた計画を立てることからス
タートした。授業の中で、毎回けテぶれタ
イムを設けて、自分が立てた計画に従って、
漢字学習を進めていった。
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　◆漢字学習でのけテぶれ実践（全体）

◆児童が立案する大計画シート

◆児童の自主学習のノート

◆漢字けテぶれ中の児童の様子

（３）成果（○）と課題（△）
本取組により、学習意欲が増した児童と、
どうすればよいか分からない児童に、二極
化する結果となった。どうすればよいかわ
からない児童については、他の児童の勉強
方法を教師が共有して成功体験がつめるよ
うに、今後働きかけていく。

○�児童の学習意欲が増した。学習が自分事
化し、学力向上にも繋がった。
　・�計画を立てることを通して、自分と向
き合った。

　・限界に挑戦した。
　・友達と競い合った。

△�どうすればよいか分からない児童が一定
数存在した。
　・計画シートがやらされ感がある。
　・みんなの「漢字熱」に付き合えない。
　・漢字が苦手だから、やる気にならない。

【５年生の実践（１学期）】
社会科の授業を通して「どのようにした
ら自分の説明に説得力をもたせられるの
か」「自分が伝えたいことを相手に明確に
伝えるためにはどうしたらよいのか」など、
実践から学ぶことができるようにする。
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（１）目指す子ども像
①�教科書の図や表を効果的に使ったり、
叙述を正しく読み取ったりする力を養
う。

②�友達と協働して活動することで、自分
の役割に責任をもつことができるよう
になる。

③�ゴール（発表日）に向けて計画的に学
習を進めることができるようになる。
（自己調整力）

（２）授業実践
５年社会科「さまざまな土地のくらし」
の学習で、北海道と沖縄県を取り挙げて「ど
ちらのほうが魅力的なのか」と投げかけた。
クラスを２つに分け、「気候」「土地」「観
光業」「産業」など各チームで担当を決め
てから学習計画を立て、それぞれ調べ学習
を進めた。その後、調べたことについて説
得力をもたせることを意識してタブレット
端末で資料にまとめ、発表した。

◆児童の作った計画表

◆調べ学習をする児童の様子

◆調べたことを発表する児童の様子

◆児童が調べたことの板書

41



◆児童の振り返り
・�友達と話し合ったり協力したりしながら
スライドを作ったので良いなと思いまし
た。
・�今日は、僕はほぼ完成だったけど、Ａ君
が遅れていたのでサポートしながら次の
時間に完成させたいです。そして「北海
道より魅力がある沖縄県」に出来るよう
に、スライドを作って主張したいです。

（３）成果（○）と課題（△）
本取組により、学習意欲が増した児童が
非常に多く、「自分事」として取り組む姿
が多く見られた一方で、どのように資料を
活用したらよいのか、どのようにまとめる
と効果的なのか分からず悩む児童の姿も見
受けられた。友達同士の助け合いはもちろ
ん、効果的に教師が助言をすることも大切
だと改めて感じた。

○�児童の学習意欲が増した。学習が自分事
化し、学力向上にも繋がった。
　・�計画を立て、自分のペースで学習がで
きた。

　・友達と助け合って活動できた。
　・�別室でリハーサルをしたい、アドバイ
スが欲しいなど、自ら考え動く姿が多
く見られた。

△�どうすればよいか分からず、活動が止ま
る児童がいた。
　・�自由度が高すぎるとねらいから外れて
しまうことがある。

　・�内容よりもデザインにこだわりをもっ
てしまう。

　・相談しづらいと感じる児童がいる。

【２年生の実践（２学期）】
国語科の説明文の授業を通して「相手に
分かりやすく説明するためにはどうしたら
よいか」を学び、実践に生かすことができ
るようにする。

（１）目指す子ども像
①�順序や言葉を選択して、分かりやすさ
を追求する姿。
②�順序や言葉を友達と話し合い、さらに
考え、深める姿。

（２）授業実践
まず、国語科「紙コップ花火の作り方」
の学習で、筆者の分かりやすく説明するた
めの工夫を見つけた。次に、「おもちゃの
作り方をせつめいしよう」の学習で、見つ
けた工夫を使って、１年生に向けて、おも
ちゃの作り方を説明する文章を書いた。そ
の際、生活科の「秋祭り」で作るおもちゃ
の作り方を説明させた。おもちゃを作る工
程の順序や説明するときに使う言葉を児童
に委ね、文章を書く活動を進めた。最後に、
書いた文章をより分かりやすくするために
推敲し、１年生に説明した。

◆児童と立てた学習計画

◆グループで相談して文章を推敲する様子

42



◆児童の振り返りシート

（３）成果（○）と課題（△）
本取組で、「秋祭りで作るおもちゃを１
年生に分かりやすく説明する」という明確
な課題を設定したことにより、ゴールに向
かって児童主体で活動する姿が多く見られ
た。一方で、どのような順序や言葉で説明
すればよいか分からず、同じグループの児
童に頼りきりになる児童も見受けられた。
そういった児童が少しでも自分の力で活動
を進められるように支援していく必要があ
ると感じた。

〇�ゴールに向かって児童主体で活動するこ
とができた。
・�学習計画を児童と決めたことで、自分の
するべき課題が明確になった。

・�「誰のために」説明するのかを毎時間確
認したことで、相手意識を持って課題に
取り組むことができた。
・�児童に委ねたことで、グループの中で自
然にリーダーができ、相談しながら進め
ることができた。

△�どのような順序や言葉で説明すればよい
か分からず、同じグループの児童に頼り
きりになる児童がいた。
・�文章を推敲するという意識が児童の中で
薄かった。
・�推敲の仕方やポイントを再度一斉指導で
おさえたうえで活動を進める必要があ
る。

【３年生の実践（２学期）】
算数科の球と箱の問題を通して、児童自
ら適用題を選択し、既習内容を基に、友達
と関わり合いながら自分の言葉で説明をし
たり、課題を解決したりすることができる
ようにする。

（１）目指す子ども像
①�既習内容（球の入った箱の縦と横の長
さは、球の直径を使って求めることが
できる。）を使って、適用題を自分の
言葉で説明する姿。
②�自分のやってみたい課題を選択し、友
達と関わり合いながら課題解決しよう
とする姿。

（２）授業実践
算数科「まるい形を調べよう」の単元の
最後に、自分のレベルに合った適用問題に
取り組んだ。その中で、学習課題と学習過
程を委ねた。

◆児童のワークシート
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まず、レベルの異なる３つの適用問題を
順番に黒板に掲示し、児童は自分のレベル
にあった問題に取り組んだ。問題を紙とタ
ブレット端末で配布し、児童が学習形態を
選択できるようにした。また、児童がタブ
レット端末の「チャレンジシート」に、取
り組んでいる問題や理解度を適宜入力する
ことで、児童間でだれがどの問題に取り組
んでいるかを共有することができるように
した。次に、「チャレンジシート」を基に、
同じ問題にチャレンジした友達と交流し、
ノートやタブレット端末を使って友達に説
明した。 （３）成果（○）と課題（△）

本取組を通して、児童は自ら学習課題を
選択し、主体的に取り組む姿が多くみられ
た。また、互いに教え合い、相手に伝える
意識も高まっている。一方で、一部の児童
は、分からない問題を友人に尋ねることが
できずに一人で長時間悩んでいたり、自分
の説明を一方的に伝えたりする様子が見ら
れた。今後は、課題解決の場面から、児童
同士が協力して考えたり、図などを用いて
相手により分かりやすく双方向的な説明を
したりできるように場の設定や声掛けの工
夫が必要であると感じた。

〇�課題設定が明確で、課題解決のためのツー
ルが児童の主体性につながっている。
・�難易度別の複数の問題があり、どの問題
を解くかを自己選択できるため児童が主
体的に取り組むことができた。
・�児童が課題解決をしている中で、適宜今
日のめあてを意識する声掛けをすること
で、友達に説明しようとする姿が多く見
られた。
・�チャレンジシートがあることによって、
委ねる中で児童が自分の立ち位置を確認
でき、何をすればよいかが明確になって

◆児童のチャレンジシート

◆児童のタブレット端末

◆友達に自分の考えを共有する様子
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いた。また、児童の中で友達の取り組ん
でいる問題も把握することができ、児童
が自ら交流する友達を選択することがで
きていた。

△�分からない問題を友人に尋ねることがで
きずに一人で長時間悩んでいたり、自分
の説明を一方的に伝えたりする様子が見
られた。
・�問題解決の際に、個人での活動がメイン
となってしまい、友達と一緒に考えても
よいという意識が薄かった。初めからグ
ループを作るなどの場の設定の工夫が必
要である。
・�手が止まってしまう低位の児童には、委
ねる中でも教師の支援や、声掛けが必要
である。
・�説明文を読むだけの一方向の児童が多く
いた。
・�図を示したり、書き込んだりしながら相
手意識をもって双方向的な説明ができる
ように、教師が単元を通して児童がどの
ような説明ができたらよいかを児童と共
有しておくことが必要である。

Ⅳ．成果と課題（研究のまとめ）

１　評価方法
研究の成果を客観的に判断するために、
児童へのアンケートと単元末テストを用い
て成果を測ることとした。具体的には、「主
体的に学ぼうとする力」が育っているかど
うかを測るためにアンケートを活用し、肯
定的回答の割合を確認した。また、学ぼう
とする力が育った結果、学力の定着につな
がっているのかを測るために単元末テスト
等を分析した。

２　成果
児童アンケートは、４年～６年（計49名）
は７月、12 月の２回、１～３年（計 42 名）
は 12 月の１回のみ行った。
まず、児童アンケートの結果から、目指
す子ども像「目標や課題を達成するために、
主体的に学ぶことができる子ども」につい
て、次のような成果があったことが分かっ
た。

設問①　�自分で調べる内容や方法を選んだ
り決めたりすることはできていま
すか。

設問②　�自分で解決方法を考えたりするこ
とはできていますか。

＜設問①：　肯定的回答の推移（%）＞

１年 ２年 ３年
７月 ― ― ―
12 月 91.7 94.8 100
差異 ― ― ―

４年 ５年 ６年
７月 61.1 100 90.9
12 月 94.4 100 86.4
差異 +33.3 0 -4.5

＜設問②：　肯定的回答の推移（%）＞

１年 ２年 ３年
７月 ― ― ―
12 月 100 89.5 83.3
差異 ― ― ―

４年 ５年 ６年
７月 72.2 100 63.6
12 月 83.3 100 81.8
差異 +11.1 0 ＋ 22.2
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４年～６年について、７月から 12 月の
推移を確認すると設問①は６年生で肯定的
回答が低下しているものの、設問②では
全学年大きな伸びが見られた。また、１年～�
３年についても、設問①は 91.7％以上、
②は 83.3％以上が肯定的回答であった。
次に、単元末テストの結果を分析し
た。６年生では、１学期初め、１学期終
わり、２学期終わりの３時点で漢字テス
トの平均点をモニタリングした。平均
84.7 → 95.5 → 97.1 に学力が伸びているこ
とが確認できた。２年生では、国語科「紙
コップ花火の作り方」の学習で、平均が
９割を超えた（知識・技能：平均 94.5 点、
表現：平均 95.0 点）。３年生では算数科「ま
るい形を調べよう」の学習で、平均が８割
を超えた（知識・技能：平均 95.0 点、表現：
82.5 点）。
以上の分析から、児童の「主体的に学ぼ
うとする力」を育てることが、学力向上に
結びついていることが確認できた。

３　今後の進め方
学習者主体の学びに至るには、４段階あ
ると言われている。レベル①～④は以下の
通りである。
①先生がわかりやすく教える。
②�先生が子どもの理解が深まるような活
動を準備して理解させる。
③�先生が子どもの理解が深まるような学
習の流れを示して、子どもがそれぞれ
進める。
④�子どもが自分で理解が深まるような学
習の流れを計画して学ぶ。
①～④のいずれも必要な授業ではある
が、目標が②になることのないように、引
き続き校内研究を進めていきたい。
�（校長：三浦嘉子、研究主任：土居綾）
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